
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて筋
すじ

道
みち

をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに順序立てて整理す

る
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい

ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける

思考スキル



○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置き換
か

え
　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体・抽
ちゅう

象
しょう

　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心
情を取り出す

　・ある特
とく

徴
ちょう

を持つものを示す
　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式

化する
　・�個々の事例から共通する要素を取り出して

まとめる

○関係づけ
　・�情報どうしを結び付ける
　・�要素間の意味を捉え、情報を補う
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、論理的な帰結を導き出す
　・�情報をもとに、未来・過去のことを予測す

る
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す

思考スキル



算数 ─解答と解説
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【解　説】

1（2）　 A2  再現する

計算の順番を工夫することができます。

　57×25÷19×4＋19

＝57÷19×25×4＋19

＝3×100＋19

＝300＋19

＝319

（4）　 A2  再現する

分配法則を利用することができます。

　15.77×3.14＋4.23×3.14

＝（15.77＋4.23）×3.14

＝20×3.14

＝62.8

（5）　 A2  再現する

先に計算できるところを計算してから逆算します。

32×3＋（100－ ）	＝150

	 96＋（100－ ）	＝150

	 100－ 	＝150－96

	 100－ 	＝54

	 	＝100－54

	 	＝46

2（1）　 A1  知識  再現する

（三角定規と角）

右の図の太線の三角形に着目します。

180－（30＋45）＝105（度）

（2）　 A2  特徴的な部分に注目する  調べる

（分数と規則性）
2
7 ＝2÷7＝0.285714285714･･･となり、小数部分は｢2、8、5、7、1、4｣の６つの数のく

り返しになります。

2020÷6＝336余り4より、小数第2020位は、くり返しの４番目の数の7とわかります。

x

30° 45°

算数 ─解答と解説



（3）　 A2  置き換え  順序立てて筋道をとらえる

（年齢算）

□年後の、ゆかさんの年
ねん

齢
れい

を①とすると、

お父さんの年齢は①×2＝②と表せます。

２人の年齢の差は何年後でも変わらないの

で、①（＝②－①）が29才（＝40－11）にあ

たることがわかります。

29－11＝18（年後）

（4）　 A2  置き換え  再現する

（仕事算）

仕事全体の量を１とすると、Aが１日でする仕事量は1÷30＝ 130、Bが１日でする仕事量

は1÷45＝ 145となり、AとBの２人が１日でする仕事量は
1
30＋

1
45＝

1
18となります。

1÷ 1
18＝18（日）

（5）　 A2  知識  再現する

（体積）

すい体の体積は「底面積×高さ÷3」で求められます。

8×6÷2×10÷3＝80（cm3）

（6）　 A2  特徴的な部分に注目する  特定の状況を仮定する

（複合図形の求積）

求める面積は、直角三角形の面積から半径2cmの扇
おうぎ

形
がた

の面積２つをひいたものと等しくな

ります。２つの扇形の中心角の和は、180－90＝90（度）です。

7×4÷2－2×2×3.14× 90
360 ＝10.86（cm

2）

（7）　 A2  特徴的な部分に注目する  再現する

（場合の数）

百の位、十の位、一の位のそれぞれで「4」と「5」の２通り使えるので、３けたの整数は全

部で2×2×2＝8（通り）考えられます。 

3 　（集合）

あなたはどのような方法で問題の状
じょう

況
きょう

を整理しましたか。集合の関係を見やすくする道具とし

て「ベン図」のほかに、｢線分図｣を利用することもできます。状況を整理するとき、どの道具を

使うと集合の関係が見やすくなるのかを意識してみましょう。

40才

父

②

□年後

11才 29才
ゆか

① ①

算数 ─解答と解説



（1）　� B1  情報を獲得する  置き換え  

順序立てて筋道をとらえる

右の図のように、「ベッドがあ

る17人全員の家にパソコンもあ

る」と考えたときが最も多くな

ります。

つまり、17人となります。

（2）　� B1  置き換え
	 順序立てて筋道をとらえる

右の図のように、「家にパソコ

ンもベッドもないという人がい

ない」と考えたときが最も少な

くなります。

29＋17－36＝10（人）

4 　（円すい）

見取図の円すいの側面は、展
てん

開
かい

図
ず

ではおうぎ形になります。そのおうぎ形の弧
こ

の長さは、円す

いの底面の円周の長さと等しくなります。下の（1）の1行目の関係は、このことを利用して得ら

れます。

（1）　 A2  特徴的な部分に注目する  再現する

円すいの展開図では、「 側面の中心角
360 ＝ 底面の半径母線 」の関係が成り立ちます。

よって、角 xの大きさを x度とすると、 x
360 ＝

5
12 より、 x＝360×

5
12 ＝150（度）とな

ります。

（2）　 A2  特徴的な部分に注目する  再現する

分配法則を利用して、円すいの表面積を求めます。

12×12×3.14× 5
12 ＋5×5×3.14＝（12×12×

5
12 ＋5×5）×3.14＝85×3.14

＝266.9（cm2）

図に置き換えることで
状況がとらえやすくな
るよ。

全体
36人

パソコン
29人

ベッド
17人

両方ある人

全体
36人

パソコン
29人

ベッド
17人

両方ある人

算数 ─解答と解説



5 　（食塩水）

食塩水の濃
のう

度
ど

に関する問題では、食塩水に水を加える場合、食塩を加える場合、他の食塩水を

加える場合など、様々ありますが、どのような状況でも「変化する重さ」と「変化しない重さ」を

とらえることができるかが試されます。また、食塩水を移しかえる問題では、図などを利用し

て問題の構造をとらえられるようにしていきましょう。

（1）　 A2  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する

100×0.1＝10（g）……初めにAの食塩水にとけていた食塩の重さ

100×0.16＝16（g）……初めにBの食塩水にとけていた食塩の重さ

100×0.21＝21（g）……初めにCの食塩水にとけていた食塩の重さ

（2）　 A2  特徴的な部分に注目する  順序立てて筋道をとらえる

A100gのうち、Bへ20g移したので、Aの食塩水20gにとけていた食塩の重さは、�

10× 20
100 ＝2（g）です。

（3）　 B1  特徴的な部分に注目する  順序立てて筋道をとらえる

やりとりの様子は、下の図のように整理できます。

（16＋2）× 20
100＋20 ＝3（g）……BからCへ移した20gにとけていた食塩の重さ

（21＋3）× 20
100＋20 ＝4（g）……CからAへ移した20gにとけていた食塩の重さ

（10－2＋4）÷（100－20＋20）＝0.12→12％

A
100

10

80

8

20
2

20
4

100

12

B
100

16

120

18

100

15

C
100

21

120

24

100

20
食塩の
重さ（g）20

3

食塩水の
重さ（g）

「変化するもの」「変化しないもの」
に注目しよう。

算数 ─解答と解説



6 　 B2  情報を獲得する  置き換え  調べる

（数の性質）

数の性質の問題では、示された条件・状況を分
ぶん

析
せき

することが大切です。分析したものが、これ

まで学習したどんな内容と関連しているのかを考えましょう。ある数の約数や倍数を考える中

で、どちらが利用できるのかを判断することができたでしょうか。

先に計算できるところを計算すると、

8.125× 8
13 ÷（1.75＋ ÷4）＝5÷（1.75＋ ÷4）となります。

ここで、（1.75＋ ÷4）を●と表すことにして、「5÷●」の答えが１以上の整数になる

場合を調べます。

・5÷●＝1　のとき、●＝5÷1＝5

　1.75＋ ÷4＝5　となるときの は、 ＝（5－1.75）×4＝13　です。

・5÷●＝2　のとき、●＝5÷2＝2.5

　1.75＋ ÷4＝2.5　となるときの は、 ＝（2.5－1.75）×4＝3　です。

・5÷●＝3　のとき、●＝5÷3＝ 5
3

　1.75＞ 5
3 なので、1.75＋ ÷4＝ 5

3 　は成り立ちません。

　つまり、「5÷●」の商が3以上になることはありえません。

以上より、 にあてはまる数は3と13です。

7 　（通過算）

通過算の問題では、ある速さで動くものに対して、その長さも考える必要があります。問題に

示された状況を正確にとらえるために、図や絵などを有効に利用しましょう。同時
じ

刻
こく

の位置関

係をつかんでいくことがポイントになります。

（1）　 B1  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する

次の図より、特急列車の秒速は（150＋100）÷7.5＝ 100
3 （m/秒）です。

よって、時速は 100
3 ×60×60÷1000＝120（km/時）です。

（2）　 B1  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する

10÷2＝5（分）……グラフの横１めもりの表す時間

120× 5×2
60 ＝20（km）……A駅とB駅間の路線の長さ

20÷ 5×4
60 ＝60（km/時）

特急

150m

普通
停車中

100m

7.5秒

算数 ─解答と解説



（3）　 B2  情報を獲得する  特徴的な部分に注目する  特定の状況を仮定する

普
ふ

通
つう

列車がＢ駅に停車してから10分後（＝5×2）に、次の図のように特急列車の先頭が普

通列車の先頭に追いつきます。

よって、次の図の150÷ 100
3 ＝4.5（秒後）に特急列車は普通列車を完全に追いこします。

10＋ 4.5
60 ＝10

3
40（分）

8 　（平面図形と規則性）

規則性の問題では、どのような規則があるのかを見つけることが大切です。規則がすぐに見つ

からなかったら、わかることを書き出しながら考えていきましょう。また、規則がわかったら、

調べて答えを出すだけでなく、計算でも求められるように規則を整理してみましょう。

（1）　 A2  特徴的な部分に注目する  置き換え

１回目の図を見るとかげの部分の面積の合計は、

右の正方形ABCDの面積と同じことがわかりま

す。つまり、１回目のかげの部分の面積の合計

は１辺10cmの正方形の面積の半分です。

10×10÷2＝50（cm2）

（2）　 B1  特徴的な部分に注目する  置き換え

２回目のかげの部分の面積の合計も同様に正方

形EFGHの面積の半分になります。

50÷2＝25（cm2）……右の正方形EFGHの面積

　　　　　　　　　  （正方形ABCDの面積の半分）

25÷2＝12.5（cm2）

（3）　 B2  特徴的な部分に注目する  順序立てて筋道をとらえる  調べる

次の図から、かげの部分の面積の合計は２回目以降は１回前の面積の 1
4 倍になってい

くことがわかります。

特急

150m

普通
停車中

100m

A

C

B D

10cm
5cm

5cm E H

F GK

LJ

I

列車のように長さがあるものの場合、
先頭や最後尾など、特定の部分に注目
しよう。

算数 ─解答と解説



0.01cm2は50cm2の0.01÷50＝ 1
5000（倍）なので、

1
4 を何個かけ合わせると初めて

1
5000 より小

さくなるかを調べます。

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ＝

1
4096

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ×

1
4 ＝

1
16384 より、

1
4 を７個かけ合わせた

ときなので、

7＋1＝8（回目）とわかります。

9 　（時計算）

時計算では、針
はり

が進む速さとともに、長針と短針の位置関係をとらえることがポイントになり

ます。普
ふ

通
つう

の時計の長針が１分間に進む角度は６度、短針が１分間に進む速さは0.5度ですが、

この問題のように、長針や短針が１分間に進む角度が違
ちが

う場合でも考え方は一
いっ

緒
しょ

です。

（1）　 A2  情報を獲得する  置き換える

2時間30分＝150分より、短針が１分間に進む角度は360÷150＝2.4（度）です。

360÷30＝12（度）……長針が１分間に進む角度

（2）　 B1  特徴的な部分に注目する  順序立てて筋道をとらえる

初めて長針と短針が重なるのは360÷（12－2.4）＝37.5（分後）より、初めて長針が進む方

向を変えるのは37分30秒後です。

（3）　 B2  特徴的な部分に注目する  順序立てて筋道をとらえる  特定の状況を仮定する

長針と短針の作る角が90度になるのは１回目に重なるまでに２回、１回目に重なってか

ら２回目に重なるまでに２回あります。

よって、４回目に長針と短針の作る角が90度となるのは、37.5分後に長針と短針が重な

った後に長針と短針が270度（＝360－90）だけはなれたときです。

270÷（12＋2.4）＝18.75（分）……�長針と短針が１回目に重なってから４回目に90度とな

るまでの時間

37.5＋18.75＝56.25（分後）→56分15秒後

1回目 2回目 長針と短針が重なる 3回目 4回目

2回目

3回目

5cm

5cm
E

J

I

算数 ─解答と解説
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理科 ─解答と解説

1

□1　（1）各2点×6＝12点
　　（5）（6）各4点×2＝8点
　　他各3点×4＝12点
□2　各4点×5＝20点
□3　各3点×8＝24点
□4　各4点×6＝24点

計100点

（配点）

2

（7） （8）

44 45

cm3 cm3

（5）（1） （2） （3） （4）

33 3534 36 37

3
（2） （3）（1）

38 （完答）39 （完答）40

（1）

21 22 23 24

CA B D

（1）

25 26

E F

（3） （4）（2）

（完答）27 28 29

（5） （6）（4）

41 42 43

cm3 gcm3

4
（2） （3）（1）

46 47 48

座

（5） （6）（4）

49 50 51

（7）

32

（5）

30

（6）

（例）

（例）

31

600 80

エ

水素 B・E イ・オ・キ

240 400 1.0

北 カシオペヤ Ｂ

イ ア エ

Ａ・Ｂ・Ｄ エ イ

イ ウ ア ウ アエ ケ ク オ

イ ウ

酸 性 に な っ て い る こ と 。

表 面 積 を 増 や し て 効 率 よ く 養 分 を

吸 収 す る た め 。

小学 6 年  理科 ─ 解答と解説
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酸 性 に な っ て い る こ と 。

表 面 積 を 増 や し て 効 率 よ く 養 分 を

吸 収 す る た め 。
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【解　説】

1　ヒトの体のつくりについての問題

（1） A1  知識

　図１に描
えが

かれたヒトの内
ない

臓
ぞう

において、Ａは肝
かん

臓
ぞう

、Ｂはたんのう、Ｃは胃、Ｄはすい臓、Ｅは大腸、

Ｆは小腸です。

（2） A1  知識  分類

　ヒトが口から食べたものをのみこむと、食道→胃→小腸→大腸の順に通過していき、体内に吸
きゅう

収
しゅう

されなかったものは肛
こう

門
もん

から体外に排
はい

せつされます。したがって、食べたものが通らないのは

Ａ肝臓・Ｂたんのう・Ｄすい臓となります。

（3） A1  知識  分類

　肝臓では、血液によって運ばれた体内の毒を分解したり、小腸から吸収したブドウ糖
とう

をグリコ

ーゲンの形で一時的にたくわえたり、脂
し

肪
ぼう

（脂
し

質
しつ

）を水に溶
と

けるかたちに変えるたん汁を作ったり

しています。肝臓で作られたたん汁は、一時的にたんのうにたくわえられます。

（4） A2  知識

　胃の内部から出ている胃液には、ペプシンとよばれる消
しょう

化
か

酵
こう

素
そ

がふくまれていて、肉や魚、大

豆などに多くふくまれるタンパク質を消化します。

（5） A2  知識  具体・抽象

　ペプシンだけでなく、だ液にふくまれるアミラーゼ（プチアリン）といったほかの消化酵素も、

温度がヒトの体温に近い状態でよくはたらきます。ペプシンは温度の条件だけでなく、まわりが

酸性の状態でないとよくはたらかないという性質もあります。

（6） A2  知識  具体・抽象  理由

　図２は、小腸の内側のかべに無数に見られるじゅう毛です。このような構造であることによっ

て表面積が大きくなり、消化された養分を効率よく吸収できるようになっています。

（7） B1  知識  具体・抽象  推論

　ヒトの小腸と大腸を合わせた長さは、およそ身長の５倍以上あるといわれています。このこと

から、身長が140cm（＝1.4m）の人は、1.4×5＝7（m）以上の腸を持つことになります。一
いっ

般
ぱん

的
てき

に大

人だと、小腸だけで6 ～ 7m、大腸だけで1.5 ～ 1.7mあります。

ヒトの内臓のつくり・はたらき
について、一つ一つ正しく理解
しよう



理科 ─解答と解説

2　方位磁針の動きについての問題

（1） B1  知識  推論

　電流の流れている導線のまわりには、「磁
じ

力
りょく

線」とよばれる

磁石を動かそうとする目に見えない力が発生しています。その

向きは右の図Ａのように、発生する磁力線の向きがねじをまわ

す向きに、電流の流れる向きがねじの進む向きにそれぞれ例

えることができます（これを右ねじの法則とよんでいます）。

　導線の上に置いた方位磁
じ

針
しん

のＮ極は、もともと北の方角を

向いていますが、発生した磁力線によって東の方角にも引っ

ぱられることから、図Ｂのように少し東にかたむいた状態で静

止するようになります。このことから、回路に電流を流したと

きの方位磁針のようすはイのようになると考えられます。

（2） B1  推論  比較

　かん電池のプラス極とマイナス極を逆につないで、方位磁針の近くを通る電流の向きを逆にす

ると、発生する磁力線の向きも正反対になります。よって、図１と同じ場所に置いた方位磁針は、

ウのように少し西の方角にかたむいて止まります。

（3） B1  知識  推論

　図２のように、東から西に向かって電流が流れる導線の上に置いた方位磁針には、北向きの磁

力線がはたらいています。しかし、回路に電流を流す前から方位磁針のＮ極は北を向いているの

で、電流を流しても方位磁針は図２の状態のまま変わらないため、アとなります。

（4） B1  推論  比較

　図３のように、２個の豆電球が連続してつながれているものを直列つなぎとよんでいます。２

個の豆電球を直列つなぎにして回路に接続すると、豆電球が１個のときよりも少ない電流しか流

れないようになります。したがって、発生する磁力線の強さも弱まるので、（1）よりも小さな角

度で東にかたむきます。

（5） B1  推論  比較

　図４のように、２個の豆電球を別の通り道につなげたものを並
へい

列
れつ

つなぎとよんでいます。この

とき、それぞれの豆電球が１個のかん電池と接続されているので、方位磁針を置いた場所の導線

には、豆電球が１個のときの２倍の電流が流れるようになります。このことから、発生する磁力

線が強くなるので、（1）よりも大きな角度で東にかたむきます。

図A

図B

ねじの
進む向き

電流

北

東

磁針の
向き

発生した
磁力線

磁
力
線
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3　いろいろな気体を発生させる実験についての問題

（1） A1  知識

　スチールウールは鉄でできた細い針
はり

金
がね

が集まってできたもので、これをうすい塩酸に入れると

とけて水素が発生します。

（2） A1  知識

　鉄がうすい塩酸にとけるのと同じように、アルミニウムや亜
あ

鉛
えん

、マグネシウムといった金属も

うすい塩酸にとけて水素が発生します。しかし、銅はうすい塩酸にとけないため、水素が発生す

ることはありません。一方、うすい水酸化ナトリウム水
すい

溶
よう

液
えき

はアルミニウムをとかすことができ

ますが、鉄や銅をとかすことはできません。

（3） A2  知識  分類

　水素は無色無
む

臭
しゅう

の水にとけにくい気体で、すべての気体の中で最も軽いという特ちょうがあり

ます。また、水素の入った集気びんに火のついたマッチを入れると水素が燃え、『ポン』と音を立

てて小さなばく発が起こります。

（4） B1  具体・抽象  置き換え

　表より、10％の塩酸10cm3に0.4gのスチールウールを加えたときに160cm3の水素が発生し、２

倍の量となる0.8gのスチールウールを加えたときに320cm3の水素が発生したことから、加えたス

チールウールと発生した水素の量は（正）比例の関係があるとわかります。したがって、0.4gの1.5

倍にあたる0.6gのスチールウールを加えたときは、160×1.5＝240（cm3）の水素が発生するとわか

ります。

（5） B1  置き換え

　表やグラフを見ると、加えるスチールウールの量をどんなに増やしても400cm3より多く水素が

発生しないことがわかります。このことから、10％の塩酸10cm3にとけることができるスチール

ウールの量は、0.4× 400
160 ＝1.0（g）までであるとわかります。したがって、これより多い1.4gの

スチールウールを加えたときでも400cm3の水素が発生し、0.4gのスチールウールがとけずにあま

ります。

（6） B1  具体・抽象  置き換え

　（5）より、10％の塩酸10cm3と過不足なく（どちらもあまることなく）ちょうど反応するスチール

ウールの量は1.0gだとわかります。加えるスチールウールの量が1.0gより少ないときは塩酸があ

まり、1.0gより多いときはスチールウールがあまりま

す。また、過不足なく反応するスチールウールの量は

図３のグラフを使って求めることもできます。右図の

ように、発生した気体の量が増えなくなったときのス

チールウールの量（直線が折れ曲がった所）がこれにあ

たります。

480

320

160

0 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0
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（7） B2  具体・抽象  比較  関係づけ

　塩酸の量を10cm3から２倍の20cm3に、加えるスチールウールの量を1.0gから1.5倍の1.5gにした

ときは、塩酸があまってしまい、400×1.5＝600（cm3）の水素が発生します。

（8） B2  具体・抽象  比較  関係づけ

　塩酸を半分の濃
こ

さである５%にして10cm3加えると、もとの塩酸の0.5倍の量を加えたことと同

じになります。一方、加えるスチールウールの量を1.0gの0.2倍となる0.2gに変えたのですから、（7）

と同様に塩酸があまった状態となり、400×0.2＝80（cm3）の水素しか発生しないことがわかりま

す。

4　星座早見についての問題

（1） A1  知識

　図に描かれている『Ｗ』（または『Ｍ』）の形をした星座（星の集まり）はカシオペヤ座で、この星

座は北の夜空に観察することができます。

（2） A1  知識

　北の夜空には、図Ｃに描かれている北極星をはさんでおおぐま座の一部である『北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

』とカ

シオペヤ座がほぼ向かい合うように位置しています。

（3） A1  知識  関係づけ

　おおぐま座やカシオペヤ座といった北の夜空に見られる星は、時間とともに北極星を中心に反

時計回りの円を描くように動いて見えます。これは、地球が24時間で１回自転しているからです。

北の夜空に見られる星がこのような動きをすることから、Ｂが午後７時、Ａが午後11時のカシオ

ペヤ座の位置だと考えられます。

（4） A2  知識

　北極星はこぐま座の一部で、明るさは１等星よりもわずかに暗い２等星です。北極星は、北極

上空の地
ち

軸
じく

を延
えん

長
ちょう

したはるか先にある恒
こう

星
せい

なので、地球が自転しても常に止まって見えます。

（5） A1  知識

　北極星は地軸を延長したはるか先にあることから、赤道上の地点では北の空の地平線上にあた

る高度0度の位置に、北極点では頭の真上にあたる高度90度の位置に見えます。したがって、東

京よりも緯
い

度
ど

が高くて北極に近い札
さっ

幌
ぽろ

で北極星を観察したときは、東京で観察するよりも高い位

置に見えることがわかります。

塩酸と金属がちょうど反応する
条件から、どちらがあまるかを
考えよう
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（6） A2  知識  比較

　北極星の近くに北の空に見られる星や星座が描かれています。

また、星座早見は頭上にかざして使用するので、星座早見には東

と西が地図とは反対になるように描かれています。西の空に見ら

れる星座を観察するときは、星座早見の『西』と書かれた部分を下

にしてエのように持ちます。

北

東
西
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社会 ─解答と解説

1

2

問９ 問10

26 27

問６ 問７ 問８

28 29 30

21

問１ 問２ 問３ 問４ 問５

2523 2422

問２問１ 問３ 問４ 問５ 問６

3635 373433 38

4039

問８問７

の

（川）

問12

31

問11

32

3

問９

41.42.43

（配点）
　  問９　４点 　　問７（不自然な点）２点（理由）２点　計４点
　  問３・問６　　問２　　問11　各３点
上記以外　各２点　計100点

2 3
1 3 4

問９問８

53 54

問12問11問10

575655 58

（寺）

（不自然な点）

（理由）

70

4

問12
686564

問９ 問10問６ 問７ 問８

69

66 67

636160

問５問２

59

問１ 問３ 問４

62

問11

問２問１ 問３ 問４ 問５

4746 484544

問６

49

（1） （2）

問７

50.51.52

ウ 球磨（くま）

道長（みちなが）

２イ ア

僧兵（そうへい） 中尊（ちゅうそん）

イ エ ア

カ イ

ア エ

愛知県 イ ウ

大輪田泊
（おおわだのとまり）

切り通し
（きりどおし）

アオ エウ

やませ エ

ア ウウカエ

道 駅 エ

イ ウ ウ エ

農 業 に 従 事 する 人 の 数 は 少 なく

高 齢 化 が 進 行して い る

ア

イ ウ ア エ ア

イ

女 性と高 齢 者 が 多 い

税 の 負 担 を 少 なくするた め

小学 6 年  社会 ─ 解答と解説
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【解　説】
1　日本の地方に関する問題
問１　 A2  知識  置換
　鹿

か

児
ご

島
しま

県の県章は本土の地形をかたどっています。鹿児島湾
わん

の西側にある半島が薩
さつ

摩
ま

半
はん

島
とう

、東
側にある半島が大

おお

隅
すみ

半島です。国
くに

東
さき

半島は大分県に、島原半島は長
なが

崎
さき

県にあります。

問２　 A1  知識
　球

く

磨
ま

川は最上川、富士川とともに日本三急流の１つとなっています。球磨川は熊
くま

本
もと

県のみを流
れています。

問３　 B1  知識  比較  具体・抽象
　沖

おき

縄
なわ

県では台風の強風や、水不足がしばしば起きるという条件に対
たい

応
おう

した家のつくりが見られ
ます。イは暖

あたた

かい空気を逃
に

がさないための工夫で北海道の家の特
とく

徴
ちょう

です。

問４　 A2  知識  分類
　中国・四国地方の政

せい

令
れい

指定都市は、広島県広島市と岡
おか

山
やま

県岡山市の２市です。

問５　 A2  知識  比較
　吉

よし

野
の

川が流れているのは徳島平野です。讃
さぬ

岐
き

平野は降
こう

水
すい

量
りょう

が少ないため、徳島県三
み

好
よし

市付近で
吉野川の水を引水する香

か

川
がわ

用水が建設されています。

問６　 B1  知識  具体・抽象  関係づけ
　瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

周辺の気候は、南北の山地で季節風が遮
さえぎ

られるため、冬でも比
ひ

較
かく

的
てき

温
おん

暖
だん

で降水量が少
ないという特色を示しますのでａ、比較的温暖で年降水量が多い太平洋側の気候の特色を示して
いるのがｂ、冬の降水量が多いという日本海側の気候の特色を示しているのがｃとなります。ａ
は高松市、ｂは高知市、ｃは鳥取市の気温と降水量です。

問７　 A1  知識
　ａは飛

ひ

驒
だ

山脈、ｂは木
き

曽
そ

山脈、ｃは赤石山脈でそれぞれ北アルプス、中央アルプス、南アルプ
スと呼

よ

ばれることもあります。飛驒山脈、木曽山脈、赤石山脈の３つを合わせて日本アルプスと
呼ぶこともありますが、これはイギリス人によって命名されました。

問８　 A1  知識
　天

てん

竜
りゅう

川は長野県の諏
す

訪
わ

湖を水
すい

源
げん

として長野県、愛知県、静
しず

岡
おか

県を流れ遠
えん

州
しゅう

灘
なだ

に注ぐ川です。富
士川は山

やま

梨
なし

県と静岡県を流れ駿
する

河
が

湾
わん

に、木曽川は長野県、岐
ぎ

阜
ふ

県、愛知県、三重県を流れ伊
い

勢
せ

湾に、
信
しな

濃
の

川は長野県、新
にい

潟
がた

県を流れ日本海にそれぞれ注いでいます。
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問９　 A2  知識  比較
　中央高地の気候は、周囲を高い山で囲まれているため降水量が少なく夏と冬の気温の差が大き
いという特色があります。イは太平洋側の、ウは北海道の気候の特色です。エの気候の特色を示
す地

ち

域
いき

はありません。

問10　 A1  知識
　北

ほく

緯
い

40度の緯
い

線
せん

は秋田県の八
はち

郎
ろう

潟
がた

干
かん

拓
たく

地
ち

や岩手県の北部を通っています。北緯30度の緯線は屋
久島付近を、北緯35度の緯線は、島根・広島・岡山・兵庫・大

おお

阪
さか

・京都・滋
し

賀
が

・三重・愛知・静岡・
千葉の各府県を通っています。北緯45度の緯線は北海道の稚

わっか

内
ない

付近を通っています。

問11　 A1  知識
　やませは、夏に東北地方の太平洋側などに北東から吹

ふ

く風で、低温多
た

湿
しつ

なため、海に面した平
野などに濃

のう

霧
む

を発生させ、吹
ふ

き続けると日照不足による冷害の原
げん

因
いん

となります。東北地方だけで
なく、北海道地方や関東地方の太平洋側にも吹くことがあります。

問12　 A2  知識  関係づけ
　最上川は西

にし

吾
あ

妻
づま

山を水
すい

源
げん

として米
よね

沢
ざわ

盆地、山
やま

形
がた

盆地、新
しん

庄
じょう

盆地などを流れて酒田市で日本海に
注ぐ全長約229kmの川、阿

あ

武
ぶ

隈
くま

川は那
な

須
す

岳付近を水
すい

源
げん

とし、郡
こおり

山
やま

盆地や福
ふく

島
しま

盆地を流れて宮城県
の岩

いわ

沼
ぬま

市付近で太平洋に注ぐ全長約239kmの川、雄
お

物
もの

川は秋田県南部を水源として横手盆地を流
れて秋田市で日本海に注ぐ全長約133kmの川、米代川は奥

おう

羽
う

山脈の中
ちゅう

岳
だけ

付近を水源として大
おお

館
だて

盆
地、鷹

たかの

巣
す

盆地などを流れて日本海に注ぐ全長約136kmの川です。北上盆地を流れる北上川は、岩
手県北部の七時雨山付近を水源とし、盛

もり

岡
おか

市や宮
みや

城
ぎ

県を流れて三陸海岸の追
おっ

波
ぱ

湾に注ぐ全長約
249kmの川です。下流の一部（旧

きゅう

北上川）は石
いしの

巻
まき

湾に注いでいます。

2　農業に関する問題
問１　 A1  知識
　ａは田、ｂは普

ふ

通
つう

畑、ｃは牧草地、ｄは樹
じゅ

園
えん

地
ち

です。田の耕地面積は1970年に比べて2018年は
約30％減少しています。

問２　 A1  知識
　グラフに示されているものはアが米、イが野菜、ウが肉類、エが大豆の自給率で、食料全体で
は約38％の自給率となっています。輸入に頼

たよ

る割
わり

合
あい

が高いと、戦争が起きたときに輸入しにくく
なり、その結果価格が上

じょう

昇
しょう

し国内の食料供
きょう

給
きゅう

に問題が出るほか、食品の安全性についての不安も
残るなどの問題があります。

問３　 A1  知識
　集約農業は多くの人手や肥料を使用する農業のことで、日本や中国の水田農業などが該

がい

当
とう

しま
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す。近
きん

郊
こう

農業は大都市の近郊で野菜や花
か

卉
き

などの栽
さい

培
ばい

を行う農業、スマート農業はロボット技術
や情報通信技術を利用して省力化を図る農業、有機農業は農薬や化学肥料を使用しないで、安全
な食料生産をめざす農業のことです。

問４　 A1  知識
　アは小麦、イは茶、ウは銅の輸入先を示しています。2016年のアメリカの米の生産量は世界で
第11位ですが、輸出量は第５位となっています。

問５　 A2  知識  比較  具体・抽象
　商店での売れ残りや賞味期限切れなどの理由により、まだ食べられる食品が捨

す

てられています
が、これを食品ロスといいます。日本だけで年間に約650万トンの食品が捨てられているとされ
ています。そのため様々な取り組みが行われていますが、アは生産者や販

はん

売
ばい

者側の取り組みです。

問６　 A1  知識
　トレーサビリティとは、消費者が安心して食品を口にできるように、農産物の生産者や仕入れ
のルートなどを消費者が確

かく

認
にん

できるしくみのことです。セーフガードは外国からの輸入が急増し
たときに、国内産業を守るために一時的に輸入を制限することを認

みと

めた世界貿易機関のきまりの
こと、スローフードは地域の伝

でん

統
とう

的
てき

な食文化や食材などを見直す運動、フードバンクとは品質に
問題がないにもかかわらず流通できなくなった食品を、企

き

業
ぎょう

から寄付を受け生活に困
こま

っている人
などに配給する活動のことを指します。

問７　 A1  知識
　道の駅は、国土交通省に登録された商業施

し

設
せつ

や休
きゅう

憩
けい

施設、地域を振
しん

興
こう

するための施設が一体と
なった道路施設で、2019年現在で全国に約1200カ所あります。地元の野菜の販

はん

売
ばい

などを通して、
地域の活性化が図られています。

問８　 A2  知識  分類
　国連食糧農業機関は、自然と調和し生物多様性を守りながら伝統的な農業を行っている地域を
世界農業遺

い

産
さん

として認
にん

定
てい

していて、現在国内には11カ所の認定地があります。エは正しくは「清
流長

なが

良
ら

川の鮎
あゆ

」です。

問９　 B2  知識  理由  具体・抽象
　2017年の農業就

しゅう

業
ぎょう

人口は約175万人で、就業者総数約6660万人の約2.6％と、2016年に比べさ
らに全体に占める割合は減少しています。林業就業者になるともっと少なく約６万４千人となり
ます。農業就業者のうち65歳

さい

以上の割
わり

合
あい

は、過去30年間で約30％も増加しています。
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3　弥生～平安時代に関する問題
問１　 A1  知識
　１世紀半

なか

ば頃
ころ

に、奴
なの

国
くに

が中国に使いを送って金印をもらったことなどが描
えが

かれているのは『後
ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

です。「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」と記された金印は、江
え

戸
ど

時代に福岡県の志
し

賀
かの

島
しま

で発見されました。
３世紀初めの邪

や

馬
ま

台
たい

国
こく

などの様子が描かれているのは『魏
ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

、紀元前１世紀頃の日本が
100余りの国に分かれていたことが描かれているのが『漢

かん

書
じょ

』地
ち

理
り

志
し

、『宋
そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

には５世紀頃
の日本の様子が記されています。

問２　 B1  知識  理由  具体・抽象
　稲

いな

荷
り

山
やま

古
こ

墳
ふん

から1968年に出土した鉄
てつ

剣
けん

に、「ワカタケル大王」と読める文字が記されていたことが、
1978年に判明しました。「ワカタケル大王」は雄

ゆう

略
りゃく

天
てん

皇
のう

であると推
すい

定
てい

されていますので、このこと
から当時の大

やま

和
と

政
せい

権
けん

の勢力が関東地方にまで及
およ

んでいたことが分かります。稲荷山古墳は埼
さい

玉
たま

県行
ぎょう

田
だ

市の埼
さき

玉
たま

古墳群にある、長さ約120mの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

です。

問３　 A1  知識  分類
　白

はく

村
そん

江
こう

の戦いに敗れた中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は、667年に海から遠い近
おう

江
み

大
おお

津
つの

宮
みや

に遷
せん

都
と

しました。中大兄皇
子は668年にここで即

そく

位
い

し天
てん

智
じ

天皇となりました。

問４　 A2  知識  分類
　天

てん

武
む

天皇は673年から686年の間天皇の地位にあり、富本銭の鋳
ちゅう

造
ぞう

のほか八
や

色
くさ

の姓
かばね

の制定や飛
あす

鳥
か

浄
きよ

御
み

原
はら

令
りょう

の編
へん

集
しゅう

などを行いました。大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が刑
おさか

部
べ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らによって成立したのが701
年、和

わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

がつくられたのは708年のことです。日本各地に阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

がつくられたのは平安時代
以
い

降
こう

のことです。

問５　 A1  知識
　鑑

がん

真
じん

は５度にわたる渡
と

航
こう

失敗により盲
もう

目
もく

となりながら来日し、正しい仏教の教えを広めアの唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

を開きました。イは法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

、ウは正倉院、エは平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

です。

問６　 A1  知識
　藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

は４人の娘を天皇の后
きさき

とし、藤原氏の全
ぜん

盛
せい

時代を築いた人物です。藤原氏は天皇の外
がい

戚
せき

となることで朝
ちょう

廷
てい

での勢力を伸
の

ばし、また他の有力な貴
き

族
ぞく

を次々と朝廷から追放したり、高い官職
による収

しゅう

入
にゅう

を資
し

金
きん

源
げん

とするなどして勢力を伸ばしました。

問７　 B2  知識  理由  具体・抽象
　調は地方の特産物を中央政府に納

おさ

める税で、中央政府の主要な財
ざい

源
げん

となっていました。調や庸
よう

は
農民が都へ運ばなければならず、その往復の食料は自分たちで用意しなければなりませんでした。
そのため農民の負

ふ

担
たん

は大変重く、調や庸の負担のない女性として戸籍に偽
いつわ

って登録することなどが
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多く見られました。資料２からは女性と男性の比率が235人対86人と女性が約2.7倍となっているこ
と、税の負担のない66歳以上の人口が全体の30％以上を占

し

めるなど不自然な点が見られます。他の
税には、国司が農民などを年60日を限度として労働させることができる雑徭という労役、東国の農
民に課せられた防

さき

人
もり

などの兵役がありました。

問８　 A1  知識
　僧

そう

兵
へい

は平安時代後期、京都や奈
な

良
ら

の大寺院にいて大刀や長刀で武
ぶ

装
そう

した者のことです。しばしば
朝廷を威

い

嚇
かく

し強引に要求を通そうとしました。

問９　 A1  知識
　中

ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

は1124年に藤
ふじ

原
わらの

清
きよ

衡
ひら

が創
そう

建
けん

した阿弥陀堂で、堂内には藤原清衡、基
もと

衡
ひら

、秀
ひで

衡
ひら

３代
の遺

い

体
たい

が納
おさ

められています。光
ひかり

堂
どう

ともいい、江
え

戸
ど

時代に松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が『奥
おく

の細
ほそ

道
みち

』の中で俳
はい

句
く

に詠
よ

ん
でいます。

問10
（１） A1  知識
　 平

たいらの

清
きよ

盛
もり

は現在の兵庫県神戸港の一部である大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修築して、積極的に宋
そう

との貿易を行い多
くの利益を得ました。

（２） A1  知識
　宋からは宋銭や陶

とう

磁
じ

器
き

などを輸入しましたが、特に宋銭は大量に輸入され、以後国内で流通する
貨
か

幣
へい

の中心となりました。輸出品には硫
い

黄
おう

や刀
とう

剣
けん

、扇
おうぎ

などがありました。

問11　 A2  知識  分類
　『平家物語』は平家の盛

せい

衰
すい

を記した物語で、琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

が民間に広めたとされています。『方
ほう

丈
じょう

記
き

』
は1212年に成立した鴨

かもの

長
ちょう

明
めい

の随
ずい

筆
ひつ

集
しゅう

で、地
じ

震
しん

や飢
き

饉
きん

などの災害を思い起こしながら人生の無常を嘆
なげ

く内容となっています。『万葉集』は、仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

の代から８世紀半ばまでの和歌約4500首が集めら
れた日本最初の和歌集、『枕

まくらの

草
そう

子
し

』は清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の随筆集、『古今和歌集』は905年に醍
だい

醐
ご

天皇の命で
紀貫之らが編さんした、最初の勅

ちょく

撰
せん

和
わ

歌
か

集
しゅう

です。

問12　 A1  知識
　推

すい

古
こ

天皇は593年に甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

を摂
せっ

政
しょう

として、天皇と親
しん

戚
せき

の関係にあった大臣の蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とと
もに政治にあたらせました。持

じ

統
とう

天皇は天
てん

智
じ

天皇の皇
み

女
こ

で天武天皇の皇
こう

后
ごう

です。藤
ふじ

原
わら

京
きょう

の造営や律
りつ

令
りょう

に基づく戸
こ

籍
せき

である庚
こう

寅
いん

年
ねん

籍
じゃく

の作成などを行い、律令体制の基
き

礎
そ

を固めました。聖武天皇は仏教
をあつく信

しん

仰
こう

し、仏教によって国家の安定を図る鎮
ちん

護
ご

国
こっ

家
か

思
し

想
そう

のもと、国ごとに国分寺を、総国分
寺として東大寺を建てそこに大仏（盧

る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

）をつくりました。白
しら

河
かわ

天皇は藤原氏の勢力を抑
おさ

える
ために上

じょう

皇
こう

となり、1086年から43年間にわたって院政を行いました。院政とは上皇または法
ほう

皇
おう

が自
分の住まいで政治を行うことです。
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4　鎌
かま

倉
くら

・安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代に関する問題
問１　 A1  知識
　 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

は、三方を山に囲まれ、一方には海があって守りやすい鎌倉の地に幕
ばく

府
ふ

を開きました。
三方の山には計７つの切り通しが設けられ、そこを通らないと鎌倉に入れないようになっていて、
鎌倉を守る要地となっていました。

問２　 A2  知識  関係づけ
　政所は1184年に設置されたときは公文所と呼

よ

ばれ、1191年に改
かい

称
しょう

された鎌倉幕府の一
いっ

般
ぱん

事
じ

務
む

な
どを行った機関、問注所は1184年に設けられ訴

そ

訟
しょう

や裁
さい

判
ばん

事務にあたった機関、侍
さむらい

所
どころ

は1180年に設
置された御

ご

家
け

人
にん

の統制などにあたった機関です。政所や侍所は源
げん

氏
じ

の氏神である鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

から海
岸まで延

の

びる若
わか

宮
みや

大
おお

路
じ

に沿
そ

って置かれました。

問３　 A2  知識  比較
　将

しょう

軍
ぐん

が御家人を守護や地頭に任命したり、御家人の領地を認
みと

めたり新たに領地を与
あた

えることなど
を御

ご

恩
おん

といいます。それに対して御家人は将軍に対して京都の警
けい

備
び

にあたったり戦時に出
しゅつ

陣
じん

して将
軍のために戦う、奉

ほう

公
こう

という義務を負っていました。将軍と主
しゅ

従
じゅう

関
かん

係
けい

を結んだ御家人は、このよう
に土地を仲立ちとした御恩と奉公の関係で結ばれていました。

問４　 A2  知識  比較
　御

ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

）は、51カ条からなる日本で最初の武士のための法典で、武士の慣習や源
頼朝以来の先例などを基準としていて、土地の相続といった御家人の権

けん

利
り

などについての規定が中
心となっています。

問５　 A2  知識  分類
　元

げん

寇
こう

の時の武士は一対一の一
いっ

騎
き

打
う

ち戦法しか知らなかったため、元軍の集団戦法や火薬を使った
「てつはう」と呼

よ

ばれた兵器に苦戦しました。石
せき

塁
るい

は元軍の襲
しゅう

来
らい

に備えて海岸沿いに築かれた石
いし

垣
がき

のことです。城
しろ

は鉄
てっ

砲
ぽう

の伝来によりそれまでの山の上につくられた山
やま

城
じろ

から、平地につくられた平
ひら

城
じろ

に変化しました。従
したが

って平城が出現したのは戦国時代以
い

降
こう

のことになります。

問６　 A2  知識  分類
　北

ほう

条
じょう

義
よし

時
とき

は第２代執
しっ

権
けん

でその長男が第３代執権の北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

、北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

は元寇の時の第８代執権で
す。執権には他に第５代の北

ほう

条
じょう

時
とき

頼
より

、第14代の北
ほう

条
じょう

高
たか

時
とき

などがいます。

問７　 A2  知識  比較
　織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は商業を発
はっ

展
てん

させるために、自由な人の往来や物流の妨
さまた

げとなっていた関
せき

所
しょ

を廃
はい

止
し

させ
ました。また楽

らく

市
いち

令
れい

を出して市場の税などを廃止し、自由に商業に従
じゅう

事
じ

できるようにすることを通
して城

じょう

下
か

町
まち

の商工業の発展も図り、様々な特権を持った座
ざ

を廃止した楽
らく

座
ざ

も合わせて出しました。
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さらに天下統一の妨げになっていた比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

などの仏教勢力を抑
おさ

えるために、キリスト教を保
護しました。スペインとの貿易は行っていません。

問８　 A2  知識  置換
　長

なが

篠
しの

の戦いは1575年に織田信長・徳川家康連合軍と武
たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

軍の間で行われた戦いで、信長ら
は足

あし

軽
がる

鉄
てっ

砲
ぽう

隊
たい

を有効に用いて大勝しました。戦場の跡
あと

は現在の愛知県新
しん

城
しろ

市にあります。

問９　 A1  知識
　大

おお

阪
さか

城
じょう

は1583年に石山本願寺の跡
あと

地
ち

に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が築いた城です。1615年の大阪の陣
じん

で落城し、
その後徳川家康が再築しました。

問10　 A1  知識
　文永の役は1274年、弘

こう

安
あん

の役
えき

は1281年にそれぞれ起きた元の襲
しゅう

来
らい

のことです。豊臣秀吉は明の
征
せい

服
ふく

のための通り道となる朝
ちょう

鮮
せん

に２度にわたって出兵しましたが、1592年の出兵を文
ぶん

禄
ろく

の役、1597
年の出兵を慶

けい

長
ちょう

の役といいます。この出兵は明の援
えん

軍
ぐん

の到
とう

着
ちゃく

や、亀
かめ

形
がた

の屋根を鉄板で覆
おお

った朝
ちょう

鮮
せん

水
すい

軍
ぐん

の亀
きっ

甲
こう

船
せん

の出現などにより失敗に終わりました。

問11　 B1  知識  比較  具体・抽象
　太

たい

閤
こう

検
けん

地
ち

により耕作者は田畑を耕す権利を認
みと

められましたが、土地を離
はな

れることはできなくなり
ました。また田畑の面積をはかる「ものさし」と、米のとれ高をはかる「ます」の規格が統一され
ました。この検地により奈

な

良
ら

時代から続いてきた荘
しょう

園
えん

が完全に消
しょう

滅
めつ

し、貴
き

族
ぞく

や寺社の勢力は一層衰
えていきました。

問12　 A2  知識  比較
　豊臣秀吉の頃の桃山文化には、新興の大名や大商人による豪

ごう

華
か

で壮
そう

大
だい

かつ華
はな

やかな文化という特
色があります。姫

ひめ

路
じ

城
じょう

や狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

の『唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』などが代表的です。アは天平文化、イは室町
文化、ウは飛鳥文化のことです。

（記述問題の採点について）
・�明らかな誤字・脱字や文頭・文末表現の不備が
ある場合…－１点

3問７
（不自然な点）が不正解の場合、（理由）については
記述内容の如何にかかわらず不正解となります。
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【
解　

説
】

　
�　

草く
さ

野の

た
き
の
「
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
ガ
ー
ル
ズ
」（
ポ
プ
ラ
社
）
か
ら
出
題

し
ま
し
た
。

　

お
互
い
を
「
悪
友
」
と
呼
ぶ
小
学
五
年
生
の
あ
か
り
、
由ゆ

香か

、
桃も
も

子こ

の
三

人
が
、小
学
校
の
思
い
出
を
作
る
た
め
に
チ
ア
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
レ
ッ
ス
ン
」
に
参
加
す
る
場
面
で
す
。

問
一　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

発
言
や
動
作
を
一
つ
一
つ
丁て
い

寧ね
い

に
お
さ
え
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
人
物

像
を
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
練
習
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
と
必
死
に
く
ら

い
つ
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、意
外
と
素
直
な
一
面
が
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、は
じ
め
に「
え
ー
、べ
つ
に
そ
ん
な
の
参
加
し
な
く
て
よ
く
な
い
？
」

と
言
っ
た
り
、
い
き
な
り
「
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ん
て
、
や
め
な
い
？
」
と
言

い
出
し
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
あ
き
っ
ぽ
く
ひ
ね
く
れ
た
様
子
が

読
み
取
れ
ま
す
。

問
二　

Ａ
２ 

知
識

　
　
「
ど
ぎ
ま
ぎ
す
る
」
は
「
不
意
を
つ
か
れ
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
判
断

で
き
な
く
て
困
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。「
い
き
な
り
核か
く

心し
ん

を
つ

く
話
を
さ
れ
て
ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
」
の
よ
う
に
使
い
ま
す
。「
ひ
る
ん
だ
」

は
漢
字
で
「
怯ひ
る

ん
だ
」
と
書
き
、「
お
そ
れ
た
り
圧あ
っ

倒と
う

さ
れ
た
り
し
て
し

り
ご
み
す
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
辞
書
的
な
意
味
を
知
ら
な
く

て
も
、
文
章
に
当
て
は
め
て
確
認
す
る
こ
と
で
正
解
に
近
づ
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
辞
書
的
な
意
味
を
知
っ
て
い
て
す
ん
な
り
答
え
が
選

べ
た
場
合
で
も
、
確
認
の
意
味
で
自
分
の
選
ん
だ
選せ
ん

択た
く

肢し

を
傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

の
言

葉
と
入
れ
か
え
て
読
み
、意
味
が
通
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
三

　

１　

B
1 

理
由 

比
較

　
　

直
前
の
「
だ
け
ど
、
み
ん
な
す
ご
く
踊お
ど

れ
そ
う
な
感
じ
だ
よ
ね
」
に
、

直
接
的
で
は
な
い
も
の
の
三
人
が
感
じ
て
い
る
こ
と
が
現
れ
て
い
ま
す
。

初
心
者
向
け
の
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
レ
ッ
ス
ン
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
周
り
の
人

た
ち
が
み
な
慣
れ
た
様
子
で
あ
る
こ
と
で
気
お
く
れ
し
て
い
る
の
で
す
。

　

２　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

１
で
み
た
よ
う
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
と
て
も
初
心
者
と
は
言
え
な
さ

そ
う
な
慣
れ
た
感
じ
を
見
せ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
で
、
三
人
は
も
し
か

す
る
と
、
本
当
の
意
味
で
の
初
心
者
な
の
は
自
分
た
ち
だ
け
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
四　

B
1 

関
係
づ
け 

比
較

　
　

あ
か
り
が
「
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
ガ
ー
ル
ズ
」
と
い
う
名
前
に
い
だ
い
た
印

象
は
、
六
行
後
「
三
人
は
、
先
生
が
そ
う
い
っ
て
授
け
て
く
れ
た
チ
ー
ム

名
に
感
激
し
て
、
迷
う
こ
と
な
く
そ
れ
に
決
め
た
の
だ
」
か
ら
、
明
ら
か

に
プ
ラ
ス
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
続
く
部
分
で
、

「
チ
ー
ム
名
だ
け
で
も
他
に
負
け
て
な
く
て
よ
か
っ
た
、
と
思
っ
た
」
と

あ
り
、他
の
チ
ー
ム
の
「
ス
イ
ー
ト
ベ
イ
ビ
ー
ズ
」「
ワ
イ
ル
ド
エ
ン
ジ
ェ

ル
ズ
」
と
比
べ
て
も
負
け
て
い
な
い
と
感
じ
る
く
ら
い
良
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
五　

Ａ
２ 

知
識 

関
係
づ
け

　
　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
こ
と
ば
が
入
り
ま
す
。

　

ⅰ�　

他
の
子
た
ち
の
申
し
込こ

み
用
紙
な
の
で
、
あ
ま
り
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。「
ち
ら
り
と
」
が
最
適
で
す
。

　

ⅱ�　

直
前
の
「
あ
あ
、
つ
か
れ
た
―
―
」
と
い
う
発
言
と
、「
レ
ッ
ス
ン

1
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が
お
わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、「
ぐ
っ
た
り
と
」
が
い

い
で
し
ょ
う
。

　

ⅲ�　
「
で
も
さ
あ
。
私
た
ち
が
全
国
大
会
優
勝
っ
て
、ぜ
っ
た
い
無
理
じ
ゃ

な
い
？
」
と
い
う
桃
子
の
発
言
に
、
由
香
は
あ
っ
さ
り
と
同
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
自
体
を
そ
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
、
あ
る
い
は

悪
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
な
い
よ
う
な
言
い
方
で
す
。「
あ
っ
け
ら
か

ん
と
」
が
適
当
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
六　

Ａ
２ 

知
識

　
　

こ
の
場
面
で
は
、
す
ぐ
に
は
振ふ

り
付
け
が
覚
え
ら
れ
な
い
も
の
の
な
ん

と
か
必
死
に
く
ら
い
つ
く
由
香
と
桃
子
の
様
子
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。
意

味
だ
け
な
ら
「
悪あ
く

戦せ
ん

苦く

闘と
う

」
な
ど
が
良
さ
そ
う
で
す
が
、「
四
字
の
う
ち

二
字
は
数
字
」
と
い
う
設
問
の
条
件
か
ら
「
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
苦

労
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
四
苦
八
苦
」
が
入
り
ま
す
。

問
七　

B
２ 

推
論 

具
体
・
抽
象

　
　

こ
の
後
の
「
た
し
か
に
～
」「
だ
け
ど
～
」
に
着
目
し
ま
す
。
レ
ッ
ス

ン
が
終
了
し
た
と
き
、
あ
か
り
の
中
に
は
二
つ
の
気
持
ち
が
生
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
「
な
ん
と
な
く
踊
れ
た
」
と
い
う
気
持
ち
と
「
と
て
も
だ
れ

か
に
見
せ
ら
れ
る
踊
り
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
指
定
さ
れ
た

語
句
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
意
識
し
な
が
ら
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ

あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま
た
解
答

の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
と
し
ま
す
。

問
八　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

由
香
が
今
後
三
人
で
チ
ア
ダ
ン
ス
の
練
習
を
続
け
て
い
く
に
あ
た
っ
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
描
い
て
い
る
の
か
を
問
う
問
題
で
す
。
桃
子
に

対
し
て
あ
っ
さ
り
「
全
国
大
会
優
勝
は
、
無
理
か
も
ね
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
大
会
で
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
は
目
標
に

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
、
そ
の
後
に
出
て
く
る
「
頑が
ん

張ば

っ

た
っ
て
い
う
の
が
、
最
高
の
思
い
出
に
な
る
じ
ゃ
ん
」
に
注
目
す
る
と
、

三
人
で
努
力
す
る
こ
と
自
体
が
良
い
思
い
出
に
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
と
い

う
由
香
の
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
九　

B
1 

理
由 

比
較

　
　

も
め
て
い
る
二
人
を
止
め
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
後
、
あ
か
り
は
仲

を
と
り
も
つ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
ず
一
人
で
さ
っ
さ
と
更こ
う

衣い

室し
つ

に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
か
り
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
素
直
に
読
み
進
め
る

と
、
中
林
く
ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
ダ
ン
ス
で
応お
う

援え
ん

し
た
い
と
い
う
あ
か

り
自
身
の
目
標
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
や
る
気
が
な
さ
そ
う
な
こ
と
を
わ

ざ
と
言
う
桃
子
の
行
動
も
、
そ
れ
に
対
し
て
思
い
出
づ
く
り
に
こ
だ
わ
ろ

う
と
す
る
由
香
の
行
動
も
、
あ
か
り
の
立
て
た
目
標
か
ら
す
れ
ば
邪じ
ゃ

魔ま

に

な
る
も
の
で
す
。

　
　

上う
え

田だ

紀の
り

行ゆ
き

の
「
人
間
ら
し
さ　

文
明
、
宗
教
、
科
学
か
ら
考
え
る
」（
角

川
新
書
）
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　
「
人
間
ら
し
さ
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
対

比
を
通
じ
て
論
じ
た
文
章
で
す
。
後
半
部
分
で
は
、
い
か
に
相
手
の
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を

思
い
浮う

か
べ
て
行
動
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
「
人
間
ら
し
さ
」
の
重
要
さ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指し

摘て
き

し
て
い
ま
す
。

2
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問
一　

B
1 

関
係
づ
け 

比
較

　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
比
べ
た
時
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ

イ
ド
の
方
に
よ
り
強
く
い
だ
か
れ
る
印
象
を
問
う
問
題
で
す
。
一
見
ど
れ

も
入
り
そ
う
な
気
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
ど
ち
ら
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
か
ら
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

九
行
後
の
「
印
象
と
し
て
不
気
味
な
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
見
た
と
こ
ろ
人
間
に
似
て
は
い
る
も
の
の
動
き
は
人
間
と
は
異
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
違い

和わ

感か
ん

が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

問
二　

B
1 

推
論 

具
体
・
抽
象

　
　

疑
問
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
答
え
が
最
も
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
一

文
を
探
す
問
題
で
す
。
ま
ず
は
筆
者
の
立
場
が
は
っ
き
り
表
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
あ
く
ま
で
介か
い

護ご

ロ
ボ
ッ
ト
の
話
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
飛
ば
し
な
が
ら
読
み

進
め
て
い
く
と
、

⑤

を
ふ
く
む
段
落
で
筆
者
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
三　

B
1 

関
係
づ
け 

比
較

　
　

段
落
全
体
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
す
る
と
、
入
浴
の
介
護
を

す
る
場
面
で
、
機
械
そ
の
も
の
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
使
わ
れ
た
場
合
と

介
護
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
脇
で
操
作
し
て
い
る
場
合
で
印
象
が
異
な
っ
て
く

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
次
の
文
の
「
人
間
が
背
後

に
い
れ
ば
人
間
が
ケ
ア
す
る
主
体
に
な
る
」
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
介

護
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は
そ
ば
に
人
が
い
る
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
る
の

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
自
分
も
部
品
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

の
反
対
の
内
容
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
四　

Ａ
２ 

関
係
づ
け 

比
較

　
　

前
後
の
関
係
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

１�　

ひ
と
つ
前
の
段
落
で
、
人
間
が
背
後
に
い
れ
ば
ふ
つ
う
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
て
い
て
も
人
間
が
ケ
ア
す
る
主
体
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
こ
の
段
落
で
は
そ
れ
を
受
け
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ケ
ア
す
る
主
体
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
入
力
」
し
た
ら

ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
の
内
容
を
受
け
て
話
を
展
開
す
る
働
き

の
「
で
は
」
が
入
り
ま
す
。

　

２�　

直
前
に
書
か
れ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
考
え
を
検
証
す
る
具
体
例
と
し

て
、
子
ど
も
に
「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
う
時
の
ち
が
い
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
具
体
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
た
と
え
ば
」

が
入
り
ま
す
。

　

３�　

男
女
の
恋れ
ん

愛あ
い

に
関
す
る
話
で
、「
相
手
が
別
の
男
に
奪う
ば

わ
れ
そ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
話
と
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
リ
ア
王
』
や
『
マ
ク

ベ
ス
』」
の
話
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
話
題
の
中
で
別
の
も
の

を
並
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
あ
る
い
は
」
が
入
り
ま
す
。

問
五　

B
1 

理
由 

比
較

　
　

こ
こ
で
の
「
人
間
ら
し
い
」
は
、
相
手
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
そ
れ
に

あ
い
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
自
分
の
意
見
を
返
し
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
う
ま
く
受
け
答
え
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
お
け
ば
人
工
頭

脳
で
も
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
人
間
同
士
で
あ
っ

て
も
「
人
間
ら
し
い
」
や
り
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
同
じ
段
落
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
適
切
に
ま
と
め

て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
六　

B
1 
関
係
づ
け
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⑤

を
ふ
く
む
一
文
か
ら
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
た
こ
と
で
消
え
て

い
っ
て
し
ま
う
も
の
」
が
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
じ
文
中

に
あ
る
「
人
間
の
慈じ

悲ひ

」
も
意
味
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
設
問
の

「
こ
の
段
落
以
外
の
本
文
中
か
ら
」
と
い
う
条
件
に
合
わ
な
い
の
で
解
答

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
七　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

同
じ
段
落
中
の
「
い
い
物
を
作
れ
ば
、
み
ん
な
が
買
っ
て
く
れ
る
か
ら

自
ず
と
儲も
う

か
る
ん
や
」
に
注
目
し
ま
す
。
自
分
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
に

何
と
か
し
て
商
品
を
売
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
相
手
の
た

め
に
何
か
し
よ
う
と
考
え
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品
を
作
っ
て
売

れ
ば
、
結
局
は
自
分
の
儲
け
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
発
想
で
す
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
イ
が
答
え
と
な
り
ま
す
。

問
八　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

指
示
語
の
内
容
を
お
さ
え
る
問
題
で
す
。「
勝
ち
組
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、日
々
闘た
た
か

い
を
生
き
て
き
て
自
分
は
成
功
し
た
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
」

が
実
際
に
筆
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
か
を
お
さ
え
ま
し
ょ

う
。
思
い
や
り
や
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
力
説
す
る
筆
者
に
対
し
て
「
思

い
や
り
な
ん
て
言
っ
て
い
た
ら
若
者
が
育
ち
ま
せ
ん
な
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
若
者
の
た
め
に
は
思
い
や
り
な
ど
と
い
う
優
し
い
言
葉
を
か

け
ず
に
厳
し
く
育
て
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
九　

B
1 

関
係
づ
け 

推
論

　
　

直
前
の
段
落
で
語
ら
れ
て
い
る
海か
い

賊ぞ
く

や
テ
ロ
リ
ス
ト
の
話
で
は
、
人
間

が
ひ
ど
い
行
い
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
教
育
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
こ
の
具
体
例
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
に
は
自
分
の
信
じ
る

も
の
の
た
め
に
愚
か
で
暴
力
的
な
行
動
を
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
思
い
や
り
や
支
え
合
い
が
大
切
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
読
者
に
う
っ
た
え
か
け
て
い
ま
す
。

問
十　

B
1 

関
係
づ
け

　
　

ぬ
け
て
い
る
文
を
も
と
に
も
ど
す
問
題
で
す
。
ぬ
け
て
い
る
文
と
同
じ

話
題
で
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
探
し
、
ぬ
け
て
い
る
文
自
身
と
の
つ
な
が

り
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
し
な
が
ら
、
も
ど
す
場
所
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
ぬ

け
て
い
る
文
自
身
か
ら
、
こ
の
後
に
「
わ
か
っ
た
。
は
い
、
終し
ゅ
う

了り
ょ
う

」
で
は

実
際
に
困
っ
て
し
ま
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
前
に
「
わ

か
っ
た
」
と
納
得
で
き
る
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
も
ど
す
場
所
の
候
補
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
必
ず
ぬ
け
て
い
る
文
を

も
ど
し
て
読
み
、
意
味
が
通
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
十
一　

B
1 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

こ
の
よ
う
な
内
容
一い
っ

致ち

の
問
題
で
は
、
選
択
肢
の
内
容
と
本
文
の
内
容

と
の
重
な
り
を
ふ
ま
え
、
必
ず
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
正
誤
を
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
ア
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
が
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
中
心
に
な
る
」、

イ
「
ど
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
人
間
の
慈
悲
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
持
た

せ
る
」、
エ
「
自
分
の
考
え
で
善
悪
を
判
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
」
が
そ
れ
ぞ
れ
誤
っ
て
い
ま
す
。
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